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宗像市こども計画

シート④＜結婚・子育ての希望の形成支援と子育てに伴う喜びを実感できる環境づくり＞
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1 定住化推進事業 経営企画課

子育て環境や教育環境、自然環境、安全安心な生活環境等、宗像市の居
住環境の良さを広くPR し、若年・生産年齢人口の増加を図る。市内の
中古住宅の購入者等に補助金を交付し、子育て世帯の生活の安定支援を
行う。

● ● ●
住宅購入・移住支援補
助金の申請件数

60件 60件
各種補助金のチラシ等を活用しなが
ら、お試し居住体験プログラムなどと
併せて定期的に周知を行う。

2 奨学金返還支援 経営企画課
大学卒業後、市内に住み就職する人に奨学金返還に係る費用を補助し、
生活の安定支援を行う。

● ● ● ●
奨学金返還支援制度の
申請件数

30件 30件
対象者の方に向けての周知だけでな
く、親世代に向けても広報紙やSNSで
定期的に周知を行う。

3 就労支援 経営企画課
就労に関するお悩みの相談窓口を設置し、高校・大学卒業後、就職に悩
む人から高齢者まで幅広く就労支援を行う。

● ● ● ●
就労支援ワンストップ
窓口を利用し就労した
方の人数

120人 120人
就職に関するセミナーを年に2回開催
し、新規登録者を獲得しつつ継続的な
支援を行い、就職決定者数を増やす。

4 シティプロモーション事業 秘書政策課

様々な媒体を活用して広く市をPRしたり、市のプロモーションにつなが
る事業を実施したりすることで、市のイメージや認知度、好感度の向上
につなげる。都市ブランドサイトや子育て･教育サイトを活用するな
ど、市内外の子育て世代へのプロモーションや情報提供を強化する。

●
子育て世代向けインス
タ「むむハグ」フォロ
ワー数

20,000人 15,000人

子育てインスタグラム「むむハグ」や
ママパパレポーターのHP取材記事、む
なかた魅力発信アンバサダーなど多様
な市民が主体となり、子育て世代を
ターゲットとしてイベントや観光、食
などの情報発信を強化する。

5 男女共同参画推進事業
男女共同参画推
進課

男性も女性もいきいきと働くことができ、家族との充実した時間や地域
活動への参加の時間が持てるなど健康で豊かな生活が送れるよう、仕事
と生活の調和の実現を目指す。固定的性別役割分担意識や無意識の思い
込み（アンコンシャス・バイアス）から生じるジェンダーギャップの解
消を図り、家庭で男女が家事や子育てをともに担うことの大切さを啓発
する。

● ● ● ●
男女共同参画プラン事
業達成度B以上の事業

100% 100%

ワークライフバランスの大切さについ
て市民や事業所への啓発や情報提供を
行う。
家庭で男女が家事や子育てをともに担
うことの大切さについて、講座や啓発
を実施する。

6 男女共同参画推進センター事業
男女共同参画推
進課

親子で参加しやすい講座を企画し、夫婦ともに子育てをするきっかけ作
りや意識啓発を図る。特に、男性の子育て参画を促し、子育て力向上を
支援する。子育てで一旦仕事を中断した女性の再チャレンジを支援する
ための情報提供や就労支援を目的とした資格取得講座や起業支援講座の
充実を図る。

● ● ● ● 講座等参加者数 1,300人 1,200人

講座や街頭啓発等を通じて、夫婦とも
に子育てをするきっかけ作りや意識啓
発を図る。
男性の子育て参画を促し、子育て力向
上を支援するための講座を実施する。
子育て等で一旦仕事を中断した女性の
再チャレンジを支援するための情報提
供や就労支援を目的とした資格取得講
座や起業支援講座の充実を図る。

7 出会い・結婚・子育て応援
経営企画課
子ども家庭
センター

出会いサポートセンターJUNOALLでの婚活サポートに加え、出会いの場
を提供するイベント等を実施し、若者の出会い・婚活を支援する。
こどもをもちたいと考える世帯の子育ての希望を応援し、支援する。

● ●
出会いサポートセン
ター利用者の婚姻件数

2件 2件

結婚を希望する独身者をセンターの会
員として登録し、個別相談やマッチン
グシステム導入による出会いに場の提
供、引き合わせ、成婚に向けたサポー
トを実施し、独身者の結婚実現に繋げ
ていく。

8 子ども医療事業
子ども家庭セン
ター

医療費の一部を助成することで、疾病の早期発見と治療を促進し、こど
もの健康の向上と福祉の増進、保護者の経済的負担軽減を図る。

● ● ● ●
受給資格者数
【活動指標】

ー 13,022人
子ども医療の受付・審査・認定を行
い、医療証の交付、医療費の助成を行
う。

9 児童手当給付事業
子ども家庭セン
ター

高校生年代（18歳到達後最初の3月31日）までの児童を養育する者に対
し、児童手当を支給し、家庭生活の安定とこどもの健全な育成を支援す
る。

● ● ● ●
受給資格者数
【活動指標】

ー 7,744人
児童手当の申請受付、審査及び支払い
を行う。

10 就学援助事業 教育支援室
小学校・中学校・義務教育学校に就学する児童生徒に必要な学用品費・
給食費等を、経済的な理由で負担することが困難な保護者に就学費用を
援助する。

● ● ● ●
就学援助受給児童生徒
数（準要保護）
【活動指標】

ー

小学生
645人
中学生
400人

経済的理由で就学が困難な児童生徒の
保護者に対して、就学援助費を支給す
る。

11 高等学校等奨学金事業 教育支援室
高等学校又は高等専門学校に在学する生徒で、経済的理由により修学困
難な生徒の保護者に奨学金を支給する。

● ● ● ●
奨学金受給生徒数
【活動指標】

ー 282人
経済的理由で就学が困難な高校生の保
護者に対して、奨学金を支給する。

12 重度障害者医療事業
子ども家庭セン
ター

医療費の一部を助成することにより、重度の障がいがある人の福祉の増
進を図る。

● ● ● ●
受給資格者数
【活動指標】

ー 1,784人
重度障害者医療の受付、審査、認定を
行い、医療証の交付、医療費の助成を
行う。

13 特別児童扶養手当事業
子ども家庭セン
ター

障がい児の福祉の増進を図るため特別児童扶養手当の申請受付、同手当
を支給する県への進達事務を行う。

● ● ● ●
受給資格者数
【活動指標】

ー 420人
特別児童扶養手当の申請受付及び県へ
の進達事務を行う。

14 障害児福祉手当給付等 福祉政策課

日常生活において常時特別の介護を必要とする20歳未満の在宅の重度障
がい児に障害児福祉手当を支給する。20 歳未満の重度障がい児に重度
障害者年金を支給する。心身障害者扶養共済制度の加入者で、掛金の納
付が困難な人に対して掛金を助成する。

● ● ● ●

①障害児福祉手当給付
人数
②重度障害者年金給付
人数
③心身障害者扶養共済
掛金助成人数
【活動指標】

ー
①105人
②117人
③3人

障害児福祉手当・重度障害者年金の制
度周知を図り、受付、審査、認定を適
正に行う。心身障害者扶養共済制度の
加入者で掛金の納付が困難な人に対し
て掛金を助成する。

子育て世帯の経済
的負担軽減

こどもの自立と生
活の安定支援

出会い、結婚、子
育ての希望の応援

推進
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15 渡船通学定期券購入費補助 教育支援室
地島又は大島に居住している中学生・高校生・大学生の保護者に対し、
渡船を利用して通学する際の通学定期券購入費用を補助する。

● ● ● ●
補助金申請者数
【活動指標】

ー 11人

地島及び大島渡船を利用して通学する
中学・高校・大学生の保護者に対し
て、経済的負担を軽減するために、渡
船定期券購入費の補助を行う。

16 「中学校家庭科」GT派遣事業
子ども家庭セン
ター

中学校家庭科の「家族・家庭と地域」の学習の際に、助産師や保健師等
をゲストティーチャーとして派遣することで、子育てについて学ぶ機会
を提供する。

● ● ● ● 派遣中学校数 年6校 年3校
中学校の授業に助産師等が出向き、妊
婦体験やプレコンセプションケアや子
育てについて学ぶ機会を提供する。

17 乳幼児ふれあい体験 子ども育成課
地域の子育て支援団体等と連携して乳幼児と小中学生がふれあい、家庭
や周りの人々の子育てへの思いにふれ、自分の成長を振り返る場を提供
する。

● ● ● ●
将来の夢、目標を持っ
ている中学生の割合

71% 69%

子育てサロン等を市内の中学校で開催
する。生徒が乳幼児とふれあう機会を
設けることで、乳幼児への好意的感情
を育み、子育てに夢を持つこどもの育
成を図る。

子育て世帯の経済
的負担軽減

次世代の親の育成
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